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テーマおよび報告者回 ／ 日　時

《講演会》
「デンマークの自閉症教育の理念・実践の方向─ライフステージを通しての教育と支援─」
　タンブル・有田　妙氏
　　（デンマークアルバスルンド市/特別支援学校Brøndagerskolen教員）

第１回（７月１３日）

《講演会》
「環境NGO・NPOの政策提言運動におけるセクター横断的連携
　─生物多様性関連の政策決定・実施過程を事例に」
　藤田　研二郎氏（立命館大学衣笠総合研究機構専門研究員）

第２回（７月２４日）

《講演会》
「先端科学技術とスポーツ・社会─スマートウェアによるモニタリングの現状と展望─」
　塩澤　成弘氏（立命館大学スポーツ健康科学部 准教授）

第３回（１０月７日）

《講演会》
「ポピュリズムと都市の哲学」
　フランク・カニンガム氏（トロント大学名誉教授）

第４回（１０月２８日）

《講演会》
「How the Social Sciences Think about the World Social」
　マイケル・クーン氏（The World Social Sciences and Humanities Network 代表）

第５回（１１月２９日）

《書評会》
「富永京子著『社会運動と若者─日常と出来事を往還する政治─』」
　橋口　昌治氏（団体職員）

第６回（１２月６日）

《講演会》
「南米日系人社会における日本語教育
　～日系人団体が経営するブラジル学校およびイグアス移住地日本語学校を中心に～」
　森　幸一氏（サンパウロ大学教授）

第７回（１２月２２日）

《定年退職記念研究会》
「舞踊研究と私の人生」
　遠藤　保子氏（産業社会学部教授）

第８回（３月１４日）

《講演会》
「Critical Realismの現在」
　Leigh Price氏（南アフリカRhodes大学）

第９回（３月２４日）


